
改革工程表２（年度別実行計画）

改革方針

【 １　今後の団体のあり方　】

（１）中期経営計画に基づく運営

（２）効果的・効率的な運営

　① 利用者ニーズに対応した適切なサービ
スの提供

　② 一般管理費の削減

令和5年度

（社福）茨城県社会福祉事業団 福祉部障害福祉課

理事長、常務理事
福祉部長、障害福祉課長

総務部長、出資団体指導監

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

団体(会計)名及び部局・課名

改 革 遂 行 責 任 者

第３次中期経営計画に基づき、効果
的・効率的な運営を行う。

・ 社会情勢や県民ニーズの変化を踏ま

専門性の高い人材を育成するととも
に、在宅者を含む障害者のニーズに対
応した専門的かつ適切なサービスを提
供する。

・ 県立の中核的な施設として民間施設へ

本部事務局の事務費の毎年５％コス
トカット運動を推進する。

あすなろの郷の指定管理期間（R１～R５年度）

募集要件等について検討

第３次中期経営計画に基づく削減 【本部事務局の事務費について、毎年５％コストカット運動の実施】

経営委員会による評価・進行管理

第３次中期経営計画（計画期間：R１～R５年度）

利用者の重度化・高齢化を踏まえ、専門性の高い人材の育成とともに利用者ニーズに対応した専門的かつ適切なサービスの提供

次期中期経営計画
の策定

次期指定管理者の募集

第３次中期経営計画に基づく運営

［経営委員会による評価・

進行管理の実施］

［先進施設への職員派遣や

専門的分野の研修を実施す

るとともに、専門的かつ適

切なサービスを提供］

［Ｈ３０当初予算比5.0％減】

［経営委員会による評価・

進行管理の実施］

［専門知識・技術習得の

ための研修を実施、利用者

ニーズに合わせた専門的か

つ適切なサービスを提供］

［Ｒ１当初予算比5.0％減】

［経営委員会による評価・

進行管理の実施］

［専門性を高めるため、外
部研修への職員派遣や専門
研修を実施。在宅者向けの
動画配信やリモート支援を
行うなど、ニーズに応じた
サービスを提供］

［Ｒ２当初予算比5.0％減】



改革工程表２（年度別実行計画）

改革方針

【２　県関与の見直し　】

　○　県費負担の適正化

【 ３　将来の課題への対応  】

　○　県立施設としての適正な運営規模の
検討

【４　進行管理結果の公表】

　   ［ ］は目標達成状況を表示                は改革期間及び推進事項を表示     

令和5年度令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度

県立施設の役割を踏まえ、あすな
ろの郷の運営費における県費負担を
抑制する。
(県費負担：4億4百万円(H26年度～))

・ 県からの補助金に頼らない本部運営を

あすなろの郷の建て替えに当たり、
引き続きセーフティネットの役割を果
たすとともに、県立施設として適正な
運営規模を検討する。

毎年度の進行管理結果を県議会に
報告するとともに、(社福)茨城県社
会福祉事業団及び県のホームページ
等で公表する。

毎年度の進行管理結果を県議会に報告するとともに、ホームページ等において公表

県立施設として適正な運営規模について検討

県立施設の役割を踏まえ、効果的・効率的な運営

［県費負担額３億３０百万円］

［あすなろの郷整備調整会議

の実施、建て替え整備計画

作成］

［Ｒ１.６月 県議会報告］

［Ｒ１.６月 県ホームページ

公表］

［県費負担額２億６６百万円］

［あすなろの郷再編整備に向

けた調整・検討を継続実施。

事業の一部を修正・見直し］

［Ｒ２.６月 県議会報告］

［Ｒ２.６月 県ホームページ

公表］

［Ｒ３.６月 県議会報告］

［Ｒ３.６月 県ホームページ

公表］

［県費負担額３億７２百万円］

［あすなろの郷再編整備に向

けた調整・検討を継続実

施。］


